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（Liberal Democrats, 2010 : 67, Smith, 2015 : 375-376）
そうだからか，連立交渉がなった直後に公表
される合意文書『連立・政策プログラム』（The 

























































































































































































































































































思いださせる。（Tournier-Sol, 2015 : 146, Lynch & 































































よい例だろう。（Ford, Goodwin & Cutt, 2012 : 220, 
Tournier-Sol, 2015 : 147，2010年の総選挙で保守党に
投票したひとのうちで，次回は労働党や自民党よりむ
しろUKIPに投票すると答えた人が多い点について







































つ，このことを確認する。（EU Act 2011, cf. Gay 





























である。（Lynch, 2011 : 228-229, Goes, 2013 : 52, Gay 






























































れ た。（Miller, 2012 : 11, cf. Gifford, 2014a : 162-163, 




































poll for The Mail on Sunday, 11December 
2011）それゆえキャメロンは，少し自信をえ
たかのようにみえた。（Gifford, 2014a : 164, Goes, 
2013 : 54）






























































































べると約束した。（BBC News, The Guardian, 27, 
28 September 2012）
　約束はクリスマスまでにははたされない。し























































































下院では審議されない。したがって 2 日後の 5
月16日に，これを強硬派の平議員ウォートン 
（J. Wharton）が議員立法の形で上程したのであ







れ，ゼロに戻されたのである。（Goes, 2013 : 56）
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ない。（Heppell, 2013a : 341-42, 2014 : 76, Goes, 2015 : 
95, Bennister & Heffernan, 2014 : 34, Kerr & Hayton, 













（D. Alexander）を加えた 4 人で集まり，いつも
自由に情報を交換し協力し合っていたのであ
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る国とは思わないのではないか。（cf. Copsey & 
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